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(57)【要約】
【課題】衣類の位置や衣類の量に対して乾燥のムラがな
く短時間に乾燥できる衣類乾燥システムを提供すること
を目的としている。
【解決手段】複数の送風ファンと前記送風ファンからの
送風を室内に吹出すことのできる吹出口５と室内の空気
を吸込むことの出来る吸込口６を少なくともそれぞれ１
箇所以上備え、前記送風ファンには風速変更手段、前記
吹出口には風向変更手段を備えた換気空調装置３が設置
され、前記吹出口５の送風が衣類間に供給されるように
するとともに、重量検知手段９による衣類の重量情報を
もとに衣類乾燥をおこなうことで、衣類の乾燥の偏りを
なくし効率的に乾燥させることができることを特徴とす
る衣類乾燥システム。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
送風ファンと前記送風ファンからの送風を室内に吹出すことのできる吹出口と室内の空気
を吸込むことの出来る吸込口を少なくともそれぞれ１箇所以上備え、前記送風ファンには
風速変更手段、前記吹出口には風向変更手段を備えた換気空調装置が建物内に設置され、
前記換気空調装置が設置された室内には洗濯された衣類を干すことのできる物干し手段を
備え、前記吹出口の送風が衣類間に供給されるようにしたことを特徴とする衣類乾燥シス
テム。
【請求項２】
換気空調装置を天井面に設置されたことを特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【請求項３】
換気空調装置を壁面に設置されたことを特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【請求項４】
物干し手段に対し水平に設置され、物干し手段の全長と略同等の吹出口の幅を有し、風を
送ることが出来るようにすることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の衣類乾燥
システム。
【請求項５】
物干し手段に重量検知手段を有したことを特徴とする請求項２または３記載の衣類乾燥シ
ステム。
【請求項６】
重量検知手段を有した物干し手段を換気空調装置に備えたことを特徴とする請求項２記載
の衣類乾燥システム。
【請求項７】
重量検知手段を備えた複数の重量検知手段を有したことを特徴とする請求項２または３記
載の衣類乾燥システム。
【請求項８】
重量検知手段の重量情報をもとに送風運転制御することを特徴とする請求項２または３記
載の衣類乾燥システム。
【請求項９】
重量検知手段の重量情報により、物干し手段の位置の可動と送風ファンによる送風を風向
検知手段により変化させることができるようにしたことを特徴とする請求項２または３記
載の衣類乾燥システム。
【請求項１０】
衣類表面温度検知手段を有したことを特徴とする請求項２または３記載の衣類乾燥システ
ム。
【請求項１１】
衣類表面温度検知手段に赤外線センサーを使用することを特徴とする請求項１０記載の衣
類乾燥システム。
【請求項１２】
衣類表面温度検知手段にサーモパイルを使用することを特徴とする請求項１０記載の衣類
乾燥システム。
【請求項１３】
衣類表面温度検知手段において、略低温度の範囲を特定することができるようにすること
を特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【請求項１４】
衣類表面温度検知手段において、衣類の略未乾燥部分に向け送風ファンからの送風を吹出
すことができるようにすることを特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【請求項１５】
スポット風を送風することが出来る送風ファンと吹出口を複数備え、衣類に対し両側から
挟み込むように送風することが出来るようにしたことを特徴とする請求項１記載の衣類乾



(3) JP 2008-61733 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

燥システム。
【請求項１６】
複数の乾燥モードを備え、選択された乾燥モード運転をもとに送風制御、吹出空気の温度
制御を行うことができるようにすることを特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【請求項１７】
乾燥運転終了後、居室内の空気温度・湿度が一定の範囲内となるように吸込口に温度と湿
度検知手段を備え、前記温度、湿度検知手段により運転することが出来るようにすること
を特徴とする請求項１記載の衣類乾燥システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物内の衣類乾燥に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の衣類乾燥システムは、送風または温風などを用いて使用されるものが知
られている（例えば、特許文献１参照）。以下、その衣類乾燥システムについて図５を参
照しながら説明する。
【０００３】
　図５に示すように、乾燥装置１０１は戸建住宅の浴室部において、衣類の物干し手段１
０２が浴室内に掛けられ前記物干し手段１０２には、ハンガー１０３に衣類１０４が掛け
れている。浴室内の壁面と天井面の隅角部に設置された吹出口１０５と吸込口１０６が設
けられており、前記吹出口１０５と前記吸込口１０６は、乾燥装置１０１とダクト１０７
により接続され乾燥運転時においては、前記吹出口１０５から衣類に向けて送風が供給さ
れることで衣類の乾燥が行われている。
【特許文献１】実開平０５－００５０９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の衣類乾燥システムでは、吹出口から衣類の間が略１ｍ程度発生するた
め、衣類全体に対して均一の送風を衣類間に供給することが困難である。また、乾燥させ
る衣類の乾燥度合いが判断できないため、連続運転やタイマー運転などで一定時間送風を
行うことになるため、過乾燥状態での送風運転が行われたり、未乾燥のまま運転が停止す
ることがあり乾燥の質的な面およびエネルギーの面でも課題となっていた。
【０００５】
　本発明はこのような課題を解決するものであり、各衣類に対して均一に送風し、衣類の
乾燥状態に応じて送風を変化させることにより、過乾燥や未乾燥の衣類を防ぐことにより
無駄な運転を防ぎ、従来と比較し省エネとなるような衣類乾燥システムを提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は衣類乾燥において前記目的を達成するために、少なくとも１台以上の送風ファ
ンと前記送風ファンからの送風を室内に吹出すことのできる吹出口と室内の空気を吸込む
ことの出来る吸込口を少なくともそれぞれ１箇所以上備え、前記送風ファンには風速変更
手段、前記吹出口には風向変更手段を備えた換気空調装置が建物内に設置され、前記換気
空調装置が設置された室内には洗濯された衣類を干すことのできる物干し手段を備え、前
記吹出口の送風が衣類間に供給できるようにしたものである。
【０００７】
　この手段により、衣類に対して全体に送風されることができるため、洗面脱衣室におい
てすみやかに乾燥させることができる衣類乾燥システムが得られる。
【０００８】
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　また他の手段は、前記換気空調装置を天井面に設置したものである。
【０００９】
　この手段により、衣類に向け上部から均一に風を送ることができるようにしたものであ
る。
【００１０】
　また他の手段は、前記換気空調装置を壁面に設置したものである。
【００１１】
　この手段により、衣類に向け側面から均一に風をおくことができるようにしたものであ
る。
【００１２】
　また他の手段は、物干し手段に対し水平に設置され、物干し手段の全長と略同等の吹出
口の幅を有し、風を送ることが出来るようにするしたものである。
【００１３】
　この手段により、物干し手段全体に干された衣類に対し均一に風を供給できることがで
きる。
【００１４】
　また他の手段は、物干し手段に重量検知手段を有したものである。
【００１５】
　この手段により、任意に衣類の重量検知を行うことができるものである。
【００１６】
　また他の手段は、重量検知手段を有した物干し手段を換気空調装置に備え、前記換気空
調装置を天井面に設置されたものである。
【００１７】
　この手段により、物干し手段の位置と換気空調手段の吹出口からの送風空気の距離が予
め明確にすることができる。
【００１８】
　また他の手段は、複数の物干し手段に複数の重量検知手段を有したものである。
【００１９】
　この手段により、干し位置により一定量ごとの衣類の重量が得られる。
【００２０】
　また他の手段は、重量検知手段の重量情報をもとに送風運転するものである。
【００２１】
　この手段により、衣類の重量変化により送風運転を切り替えを行うことが出来る。
【００２２】
　また他の手段は、重量検知手段の重量情報により、物干し手段の位置を可変させるとと
もに送風ファンの送風方向を風向検知手段により変化させることができるようにしたもの
である。
【００２３】
　この手段により、衣類の干し位置の重量検知により物干し手段の位置を変動させること
と送風ファンの風向を変化させることができる。
【００２４】
　また他の手段は、衣類表面温度検知手段を有した換気空調装置を壁面に備えたものであ
る。
【００２５】
　この手段により、衣類の干し位置に対し水平方向から衣類間に対して均一に送風するこ
とができる。
【００２６】
　また他の手段は、衣類表面温度検知手段において、略低温度の範囲を特定することがで
きるようしたものである。
【００２７】
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　この手段により、衣類の略低温度の部分を検知することができる。
【００２８】
　また他の手段は、衣類表面温度検知手段に赤外線センサーを使用するようにしたもので
ある。
【００２９】
　この手段により、居室内の熱源の動きを監視することが得られる。
【００３０】
　また他の手段は、衣類表面温度検知手段にサーモパイルを使用するようにしたものであ
る。
【００３１】
　この手段により、居室内の温度を監視することができる。
【００３２】
　また他の手段は、衣類表面温度検知手段において衣類の略未乾燥部分に向け送風ファン
からの送風を吹出すことができるようにしたものである。
【００３３】
　この手段により、略未乾燥部分に向け送風ファンからの送風を吹出すことが出来る。
【００３４】
　また他の手段は、スポット風を送風することが出来る送風ファンと吹出口を複数備え、
衣類に対し両側から挟み込むように送風することが出来るようにしたことを特徴としたも
のである。
【００３５】
　この手段により、速やかに均一に乾燥させることが出来る。
【００３６】
　また他の手段は、乾燥モード（例えば、速乾モード、おしゃれ着モード、省エネモード
）を複数備え、選択された乾燥モード運転をもとに送風制御、吹出空気の温度制御を行う
ことができるようにしたものである。
【００３７】
　この手段により、衣類の質に応じて任意に吹出温度を制御させることができる。
【００３８】
　また他の手段は乾燥運転終了後、居室内の空気温度・湿度が一定の範囲内となるように
運転することが出来るようにしたものである。
【００３９】
　この手段により、乾燥後の衣類の再吸着を防止することが出来るものである。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、室内の衣類干し時において、各衣類の間に送風が届くように物干し手
段と略同程度の吹出幅を持つ吹出口を備えることにより、各衣類に対し均一に送風を行う
ことができ少ないエネルギーで乾燥させることが出来る衣類乾燥システムが得られる。
【００４１】
　また、乾燥時において物干し手段の重量変化を検知することで、衣類への送風量を調整
することが出来る衣類乾燥システムが得られる。
【００４２】
　また、衣類の状態を検知できる検知手段を設けることで、衣類の略未乾燥の部分を特定
し送風することの出来る衣類乾燥システムが得られる。
【００４３】
　また、特定の衣類に対しスポット的に送風することで、乾燥後のアイロンがけを必要と
しない衣類乾燥システムが得られる。
【００４４】
　また、洗濯衣類の種類により任意の乾燥モードとすることができる衣類乾燥システムが
得られる。
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【００４５】
　また、衣類乾燥運転終了後、衣類の再吸着を防止することができる衣類乾燥システムが
得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　本発明の請求項１記載の発明は、送風ファンと前記送風ファンからの送風を室内に吹出
すことのできる吹出口と室内の空気を吸込むことの出来る吸込口を少なくともそれぞれ１
箇所以上備え、前記送風ファンには風速変更手段、前記吹出口には風向変更手段を備えた
換気空調装置が建物内に設置され、前記換気空調装置が設置された室内には洗濯された衣
類を干すことのでき、例えば棒形状をなした物干し手段を備え、前記吹出口の送風が衣類
間に供給されるようにしたものであり、衣類間の隙間に風を送ることにより、衣類近傍の
高湿度空気を速やかに衣類の間から送り出し、かつ低湿度の空気を供給することで衣類表
面の水分が蒸発しやすい環境を作り出すことで、乾燥が促進される。このため衣類に向け
て吹出し口から送風を行うことにより乾燥性能が向上するという作用を有する。なお、衣
類が乾燥時において偏ることなく略均一に乾燥するとは、乾燥時間に大きな差（明らかに
湿っているところがあるなど）がない状態を示す。
【００４７】
　また、本発明の請求項２記載の発明は、換気空調装置を天井面に設置したものであり、
天井面から物干し手段の各衣類に向けて送風するという作用を有する。衣類の上部からの
送風の場合、ハンガーなどで比較的に固定されているため、速やかに衣類の下端部まで送
風が届くことにより、衣類の乾燥を促すことが出来る。
【００４８】
　また、本発明の請求項３記載の発明は、換気空調装置を壁面に設置したものであり、壁
面から物干し手段の各衣類に向けて送風することができるという作用を有する。
【００４９】
　また、本発明の請求項４記載の発明は、物干し手段に対し水平に設置され、物干し手段
の全長と略同等の吹出口の幅を有し、風を送ることが出来るようにしたものであり、物干
し手段と水平に設置されることで吹出口からの一定の送風が、衣類の間を通過し速やかに
高湿度の空気を衣類間から排除するとともに、衣類間に供給送ることにより乾燥性能が向
上するという作用を有する。
【００５０】
　また、本発明の請求項５記載の発明は、物干し手段に重量検知手段を有したものであり
、重量検知により衣類の乾燥状態が確認できるという作用を有する。
【００５１】
　また、本発明の請求項６記載の発明は、重量検知手段を有した物干し手段を換気空調装
置に備え、前記換気空調装置を天井面に設置したものであり、天井面から物干し手段の衣
類に向け均一に送風することが出来るという作用を有する。
【００５２】
　また、本発明の請求項７記載の発明は、複数の物干し手段に複数の重量検知手段を有し
たものであり、複数の重量検知により物干し手段ごとの重量検知ができるという作用を有
する。
【００５３】
　また、本発明の請求項８記載の発明は、重量検知手段の重量情報をもとに送風運転する
ものであり、重量検知により吹出風向変更手段および風速変更手段を用いて風向ならびに
風速を変更することができるという作用を有する。
【００５４】
　また、本発明の請求項９記載の発明は、重量検知手段の重量情報により、物干し手段の
位置を可変させるとともに送風ファンの送風方向を風向検知手段により変化させることが
できるようにしたものであり、衣類の乾燥が充分な箇所への送風を抑制し、未乾燥な部分
の衣類への送風を行うことができるという作用を有する。
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【００５５】
　また、本発明の請求項１０記載の発明は、衣類表面温度検知手段を有した換気空調装置
を壁面に備えたものであり、衣類表面温度検知手段により衣類に対して側面から送風する
ことが出来るという作用を有する。
【００５６】
　また、本発明の請求項１１載の発明は、衣類表面温度検知手段において、略低温度の範
囲を特定することができるようにしたものであり、略低温度の範囲に向け風向変更手段と
風速変更手段により送風を行うことができるという作用を有する。
【００５７】
　また、本発明の請求項１２記載の発明は、衣類表面温度検知手段に赤外線センサーを使
用したものであり、衣類の温度変化から衣類の状態を検知することが出来るという作用を
有する。
【００５８】
　また、本発明の請求項１３記載の発明は、衣類表面温度検知手段にサーモパイルを使用
したものであり、衣類の温度を検知することができるという作用を有する。
【００５９】
　また、本発明の請求項１４記載の発明は、衣類表面温度検知手段において、衣類の略未
乾燥部分に向け送風ファンからの送風を吹出すことができるようにようにしたものであり
、略未乾燥の部分に向けての送風が出来るという作用を有する。
【００６０】
　また、本発明の請求項１５記載の発明は、スポット風を送風することが出来る送風ファ
ンと吹出口を複数備え、衣類に対し両側から挟み込むように送風することが出来るように
したものであり、スポット風を両側から送風することによりシワの発生を抑制することア
出来るという作用を有する。
【００６１】
　また、本発明の請求項１６記載の発明は、乾燥モード（例えば、速乾モード、おしゃれ
着モード、省エネモード）を複数備えたものであり、選択された乾燥モード運転により送
風制御、吹出空気の温度制御を行うことができる作用を有する。
【００６２】
　また、本発明の請求項１７記載の発明は、乾燥運転終了後もおいて室内の空気温度、湿
度が一定の範囲内となるように運転することが出来るようにしたものであり、運転により
衣類の再吸着を防止できるという作用を有する。
【００６３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００６４】
　（実施の形態１）
　本発明の衣類乾燥システムを図１、図２に洗面脱衣室の断面図に示す。図１に示すよう
に住宅内の洗面脱衣室１の天井面２に換気空調装置３が取り付けられており、前記換気空
調装置３には、屋外との換気のための換気ダクト４と複数のファンを備え、室内側には複
数の吹出口５と複数の吸込口６が備えられるとともに、複数の物干し手段７が前記換気空
調装置３の下方に設置されている。物干し手段７を支持することのできる物干し支持具８
によって支持されている。この物干し支持具８は、衣類の重量が認識できる重量検知手段
９と前記換気空調装置３内において接続されている。なお、物干し手段７は、棒形状をし
たものが考えられ、重量検知手段９は、衣類の重量の検知ができればよくばねばかり形状
のものなどが考えられる。
【００６５】
　また、ユーザーの任意の運転が行うことが出来るように乾燥運転の選択（通常モード、
おしゃれ着モード、シワ伸ばしモード、省エネモード）が出来るような入力装置１０を備
え、電源入切のほか、乾燥運転の選択を出来るようになっており、前記換気空調装置３と
の間に通信手段により接続されている。入力手段１０は、スイッチ形状のものが考えられ
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る。また、前記吸込口６には、吸込温度・湿度センサー１１を内蔵し運転時の室内の温度
環境を監視できるように備えられている。なお、温度センサーは、熱電対を用いることが
考えられ、湿度センサーは高分子湿度センサーを用いることが考えられる。
【００６６】
　このとき、衣類の干す位置である物干し手段７と吹出口５とは、所定の位置関係である
ため衣類に対し適切な風速となるような送風が可能となる。風速変更手段としては、送風
ファンの電圧制御やインバータ制御により数段または無段階に調整して送風することが考
えられる。
【００６７】
　なお、前記換気空調装置３内に取り付けられる送風ファンは、クロスフローファンが考
えられる。クロスフローファンにより供給された低湿度の空気は、各衣類の対し均一に届
くことにより速やかに衣類の乾燥を促進させることが出来ることとなる。
【００６８】
　前記構成において、洗濯終了後、室内干しをする際、前記物干し手段７を所定の位置（
物干しに容易な高さ、例えば１４０センチメートル）まで下降させ、ハンガー１２などを
用い衣類を必要な衣類の量に応じて前記物干し手段７に架ける。その後、入力装置１０に
より衣類を所定の高さ（例えば２００センチメートル）となるまで、モーター１３により
物干し支持具８を上昇させた後に、ユーザーの選択により衣類の中身について選択（例え
ば、おしゃれ着モードなど）により運転が開始される。
【００６９】
　洗濯物の繊維は、乾燥時の温風により痛む素材もあるため、例えばおしゃれ着モードの
場合、室内温度は一定温度（例えば３０度以上）とならないような温度で乾燥できるよう
に前記吸込み温度・湿度センサー１１により吸込み空気の検知を行いながら、温度調整を
行いながら送風する。温風のための熱源供給手段としては、電熱ヒーターやヒートポンプ
などによる方法が考えられる。
【００７０】
　また、前記重量検知手段９からの重量検知を一定間隔（例えば１分間隔）で測定し、一
定期間重量の変動がない場合（例えば１０分間）、物干し手段７の衣類は充分に乾燥して
いると考えることが出来る。このため送風を中止し乾燥運転を停止することとなる。また
、物干し手段７が複数ある場合は、乾燥完了した衣類上方の吹出口５の送風を他方の物干
し手段７に向けて送風することにより効率的に衣類の乾燥が出来るようになる。
【００７１】
　また、乾燥の終了した衣類においては、物干し手段７の物干し支持具８に接続されたモ
ーター１３を設けることで、床面方向に移動させることが出来るようにすることにより、
ユーザーが一目で乾燥衣類が分かるとともに、未乾燥部分に向けての送風が行われやすく
できる。上下可動が可能なように前記物干し支持具８、および前記モーター１３について
は、ワイヤーなどを用いた素材により巻取りを行うことが考えられる。
【００７２】
　乾燥運転終了後は、一定期間ごと（例えば３０分間隔）に吹出口５から送風運転を行い
、吸込口６に備えられた温度・湿度センサー１１からの環境条件により、一定湿度以上（
例えば相対湿度７０％以上）となった場合、衣類への吸湿も考えられるため、３０分の送
風運転（温風運転）を行うことができる。
【００７３】
　おしゃれ着モードの他の運転モードについての説明を行う。
【００７４】
　シワ伸ばしモードは、少量の衣類を干した場合やシワになりやすい衣類を干した場合な
どにおいて予め決められたスポット乾燥位置１４に衣類を設置し、衣類の両面からの送風
することで、乾燥後のアイロンがけが不要となるように風向変更手段１５により送風され
ることになる。スポット乾燥位置とは、複数の吹出し位置の中央に位置する場所を指し、
両面からの風速が得られる場所を示す。スポット乾燥位置１４については、前記物干し手
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段７において予め色をつけておくことや凸凹を設けることで容易にスポット乾燥位置１４
と判断できるようにすることが考えられる。風向変更手段１５は複数の風向変更羽根を連
接棒で接続され、連接棒の端部においてギアとステッピングモーターにより風向を自由に
制御することができるようになっている。
【００７５】
　一般モードは、吹出口５からの温風を衣類の間に対し均一に送風させるようにすること
で、効率的に乾燥させることが出来るように運転をおこなう運転モードである。吹出口５
が物干し手段７全体へ供給できることから各衣類に均等に風を送ることが可能になる。
【００７６】
　省エネモードは、吸込み空気温度・湿度センサー１１により吸込み空気を検知しながら
、一定の湿度（例えば７０％以下）の場合、送風のみの運転としヒーターなどによる温風
の送風を控えるようにするものである。
【００７７】
　ただし、低温環境での衣類乾燥の場合、長時間経過（例えば１０時間以上）した場合、
繊維中の雑菌が繁殖することで臭気発生も考えられることから、一定時間（例えば８時間
）経過時点でヒーターなどによる温風運転を併用させて効率的に乾燥させることが出来る
モードである。
【００７８】
　以上により、各衣類の間に対し均一な送風をおこなうことで、衣類間の高湿度空気を速
やかに排除し、高温低湿度の空気を供給することにより効率的に乾燥させることが出来る
。、また、乾燥した衣類を稼動させることで、視覚で瞬時に判断でき、かつ乾燥衣類に対
して送風を行わなず、未乾燥の衣類に対して送風することにより効率的に送風させること
から、従来の均一に送風する乾燥方式と比較し、少ないエネルギーで衣類乾燥が得られる
衣類乾燥システムを提供することが出来る。
【００７９】
　なお、衣類の乾燥状態の検知については、一定期間ごとの衣類の重量検知情報の重量変
化から予測するここにより乾燥運転を制御することも考えられる。
【００８０】
　また、送風とともに物干し手段７の位置を上下させることにより、一定風向による衣類
の傾きをなくしより均一に乾燥させるこも可能になる。
【００８１】
　（実施の形態２）
　本発明の衣類乾燥システムを図３、図４に示す。図３は断面図、図４は平面図を示す。
図３にあるように、前記換気空調装置３は壁掛けタイプとなっており外壁に面した壁に接
続されている。換気空調装置３としての構成については、実施の形態１と同様であるため
、同様の部位については省略するものとする。屋外への換気ダクト４は、前記換気空調装
置３の背面に接続されることで外気とつながっている。外壁以外の壁面への設置も可能で
あるが前記換気ダクト４を天井裏などに設置して屋外に接続することが必要となる。
【００８２】
　前記換気空調装置３は吹出口５と吸込口６のほか、衣類表面温度検知手段１６を備えて
いる。衣類表面温度検知手段１６は、赤外線センサーの他、サーモパイルなどによる検知
手段が考えられる。これら衣類表面温度検知手段１６はギアとステッピングモーターなど
と接続されており左右方向に周期的に室内空間の検知を行い、室内の壁面や衣類の表面温
度を検知することができる。乾燥運転開始時においては、衣類は洗濯行為により、濡れて
いるため、空気温度よりも低温と考えられる。また、乾燥運転開始後において一定期間は
衣類表面において水分の蒸発が行われるため、気化熱が奪われるため衣類が干されている
範囲は低温となるため、温度の低い範囲が衣類のある範囲と規定することができる。なお
、略低温度とは約２℃低い温度をいう。なお、室内の条件、衣類の条件によって、温度は
変更さることが考えられる。
【００８３】
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　これらの特定された衣類に対し、吹出口５から衣類に対し、衣類のある特定の範囲に効
率的に送風を行うことにより従来と比較し少ない消費電力で乾燥させることができるよう
になる。
【００８４】
　また、一定間隔（例えば、５分間隔）で衣類表面温度検知手段１６により衣類の温度を
検知すると、十分に乾燥した衣類は、蒸発する水分を保有しておらず、空気温度と同等あ
り、略周囲の温度と同等と考えられるため、ほぼ同等の温度の場合、衣類は乾燥している
ものとして乾燥運転を停止することができる。この乾燥運転制御については、一定間隔ご
との温度差から温度乾燥終了時間を予測することも考えられる。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　以上のように、衣類乾燥を行うシステムを建築物内の居室内に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の実施の形態１における断面図
【図２】本発明の実施の形態１における別方位の断面図
【図３】本発明の実施の形態２における断面図
【図４】本発明の実施の形態２における平面図
【図５】従来の乾燥装置の形態を示す断面図
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　洗面脱衣室
　２　　　天井面
　３　　　換気空調装置
　４　　　換気ダクト
　５　　　吹出口
　６　　　吸込口
　７　　　物干し手段
　８　　　物干し支持具
　９　　　重量検知手段
　１０　　入力装置
　１１　　温度・湿度センサー
　１２　　ハンガー
　１３　　モーター
　１４　　スポット乾燥位置
　１５　　風向変更手段
　１６　　衣類表面温度検知手段
　１０１　乾燥装置
　１０２　物干し手段
　１０３　ハンガー
　１０４　衣類
　１０５　吹出口
　１０６　吸込口
　１０７　ダクト
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